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・・・ 編 集 後 記 ・・・

 『臨床検査学教育』第 10 巻 1 号は、昨年の 8 月
に埼玉県立大学で開催された第 12 回日本臨床検査

学教育学会学術大会でご講演頂きました先生方を

中心に原稿のご執筆をお願い致しました。大会長の

松下 誠先生をはじめ、ご寄稿頂きました多くの先

生方に編集委員を代表して心から深謝いたします。

今回の学会特集号では、「つながりを創る」という

メインテーマで、シンポジウム Ⅰ では、今後ます

ます重要性を増してくる「チーム医療(連携医療)を

担う臨床検査技師の育成」について、専門職連携教

育を積極的に実践している 4 大学の取り組みをご紹

介頂きました。

我が国の医療現場は、少子高齢化の急速な進展、

疾病構造の変化(慢性疾患の増加)、医療の高度化・

専門分化、患者志向への転換など、大きく変化して

います。このような医療環境の変化に伴い、国や厚

生労働省はチーム医療を推進しようと方針を打ち

出していますが、就職した病院や施設で、いきなり

チーム医療が重要だと言われても、専門職連携教育

が十分にされていない急造の医療チームでは、それ

ぞれの医療専門職が力量を十分に発揮し、安心で質

の高い医療を提供することは難しいと思われます。

チーム医療では、医師・看護師・臨床検査技師・診

療放射線技師・臨床工学技士など全ての医療専門職

が対等の関係で自由に議論できる環境(知識創造の

場)の形成が重要で、主体的で問題解決能力のある

個々の医療専門職が連携・協働して行う総合的質管

理 Total Quality Management に基づくチーム医療こ

そが、これからの医療現場に相応しいと考えます。

従って、臨床検査技師にも専門職連携教育が絶対に

必要です。今後求められる臨床検査技師は、単なる

分析装置のオペレーターではなく、チーム医療の一

員として主体性と積極性を持ち、医師やその他の医

療専門職と対等に論議できる臨床検査技師です。欧

米を含む世界の多くの国の検査技師は検体検査し

か実施できないのに対して、日本の臨床検査技師は、

検体検査のみならず生体検査(生理機能検査や画像

検査)も実施できます。その教育領域は、限りなく

医師に近く、教育次第で無限の可能性を秘めている

といっても過言ではありません。そして、臨床検査

技師が主体性を持ち、積極的にチーム医療に貢献す

ることは、間違いなく医療の質・効率の向上につな

がると期待されます。 
 今後も、『臨床検査学教育』の編集を通じて、臨

床検査技師教育の発展に少しでも貢献できれば幸

いです。末筆ながら、会員の皆様方には、今後とも

変わらぬご愛顧とご支援のほど宜しくお願い申し

上げます。 

(平成 30 年 1 月 5 日 編集委員長 野島順三) 
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